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１　動機 

　​ある先生が「朝の生徒の送迎で、本校の駐車場が渋滞し、よく苦情がきて

困っている」と仰っていた。そこで私たちは、渋滞学からヒントを得て、

「駐車場の渋滞の解消」を最終的な目的として研究を開始した。学校前の渋

滞の要因は、近隣の信号や駐車場、また駐車場に繋がる道路などにあると推

測したが、この全ての要因を考慮に入れて検証することは困難だと考えたた

め、今回は駐車場の生徒降車用ロータリーの渋滞について考えた。 
 
図１　校舎向かいの生徒降車用ロータリー 
　　　※青矢印方向に一方通行、 
　　　　およそ赤枠内（停車スペース）で降車可 
　　　　校舎は写真左にある 
 
　　　　 
 
 
　　　　　　　　　　　　 
 
 
 
 

 

２　プログラムの製作・実験方法の開発 

　本来、ルール184では、上記の通り車の存在の有無を0と1で表すが、今回
の実験では車を区別するため、それぞれの車に0以外の識別番号を付けた。
そして、ロータリーの車の停車を加味したプログラムを制作した。 
 
図２　特殊プログラム例 
　　　（流入間隔：3ｔ、停車時間：3ｔ、入口との間隔：13） 

※ｔは単位時間を表すものとする。 

 

 

図３　停車スペースのプログラム 
　　　参照区域 
　　　​※Ａ～Ｄのセルは、プログラム　

　　　に影響しないため、プログラ　

　　　ムでは参照しない​　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 

図４　停車スペースの右隣の列の 
　　　プログラム参照区域 
　　　　​※同上 
 

 

 

 

 

 

３　仮説 

   ​プログラムにおいてロータリーの入口を設定し、一定期間で車をロータ

リーに入れたとき、入り口と停車スペースの距離を伸ばすほど、渋滞ができ

にくくなるのではないか、という仮説を立てた。そうすることで、ロータ

リー内に入ることができる車の台数を増やすことができ、渋滞が起こるまで

にかかる時間を遅らせることができると考えた。 
 

４　検証方法 

 ​   この検証の際、入り口と停車スペースの距離を、プログラムの左端から
停車スペースのセル数で表した。また、左端のセルには一定間隔で車を流入

できるプログラムを施している。例えば、図５では２単位時間ごとに１台車

が入るようになっている。停車スペースより前で渋滞が生じた場合、そのま

ま時間を経過させると最終的にはロータリーに入った車が、入口ですぐに渋

滞に巻き込まれるが、このときロータリーに入った車の識別番号を「限界台

数」とし、入口と停車スペースの距離を変えたときの限界台数を求めた。 
 
図５　限界台数の定義 

 

 

５　実験結果 

図６　停車時間・入車間隔変更時（２～４ｔ）の限界台数 

 

 
図７　図６の各場合を式で表した結果（x:入口からの距離、y:限界台数） 

 
 

６　考察・まとめ 
　〇予想通り、入り口と停車スペースを離すと限界台数が増加する 
　〇計測した範囲では１次式による表現が可能 
　　・停車時間を変更しても、流入間隔が2ｔのときは式が一定である。 
　　・流入間隔と車の停車時間が等しいとき、ｘの係数が 
　　　tの係数マイナス１である 
    　・流入間隔が停車時間よりも長くなると渋滞が発生しない　 
　　↪これらを利用して様々なシミュレーションを制作したい。 


